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 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

児童Ａ 

(被害) 

・担任に対する不信感もあるため、担任外や管理職も含めて
対応する。聞き取りは一人で対応しない。 

・心のケアを第一に継続的にＳＣと相談できることを伝え
る。また、ＳＣと特別支援教育コーディネーターが連携し、
児童に対するアセスメントを丁寧に行う。 

担任 担任外 
学年主任 ＳＣ 
特別支援コーデ
ィネーター 

児童Ａ 

保護者 

・担任や学校の対応について、謝罪すべきところは謝罪する。 
・詳細な情報を収集し、対応策の具体について伝えるととも
に、再発防止の手立てについて説明する。 

・被害児童とＳＣとの面談について促すとともに、ＳＣによ
る支援（保護者面談）も可能であることを伝える。 

担任 担任外 
ＳＣ 管理職  

児童Ｂ・Ｃ・Ｄ 

(加害) 

・事実確認と指導を迅速に行う。対応する際、担任と担任外
など、複数人で行う。 

・本事案の重大性について理解させるとともに、指導する。 

担任 担任外 
学年主任 ＳＣ  
  

児童Ｂ・Ｃ・Ｄ 

保護者 

・事案の説明をし、学校での対応を伝え、本人への指導につ
いて協力を求める。 

担任 担任外  
学年主任 ＳＣ  
管理職 

担任 ・管理職を中心に、事実確認を行い、担任に対して指導を行
う。児童が安心して学校生活を送れるように、今後の保護
者対応や指導方針について打ち合わせを行う。 

・子どもの困りに気付いてあげられなかったことについて、
担任から本人や保護者に謝罪し、関係回復と再発防止に努
めるようにする。 

担任 
管理職 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 

・同じクラスの児童ＡＢＣＤは、４月当初から一緒に過ごすことが多かったが、徐々に上下関係が

生じ始めていた。特に、行動や理解面で配慮が必要と思われる児童Ａに対して、強く指示した

り、児童Ａの行動を笑ったりするようになった。ある日、担任は４人で休み時間に互いに小突き

合ってふざける遊びをしていたのを見た。 

・その日の放課後、児童Ａの母親から担任に電話で「児童Ａが他の３人から何度も叩かれて痛か

った。担任は見ていたのに何もしてくれなかった、と話している。どうなっているのか。」「学

校に行けなくなったらどうするのか。」「すぐにどうにかしてほしい。」と強い口調で報告があ

った。児童Ａに詳細を聞いてみると、休み時間に、叩かれても我慢する“我慢大会”と称し

て、児童Ａが他の３人から集中的に叩かれ、痛がる姿を見て笑われることが、これまでにも何

度もあったという。 

《事案把握関係図（全体像）》 
行動を笑ったり叩いたりする 

児童 B・C・D 

４人でふざけて遊んで
いると思っていた 

行動面、理解面で

配慮が必要 

Ａの保護者 
学校の様子に 

ついて聞く 

４人の様子を見ていたの

に何もしてくれなかった 

４人でふざけて遊んで
いると思っていた 

事例①：学級内の友達関係トラブル、からかいから暴力につながった事例  
(小学校４年生男子 被害児童Ａ、加害児童Ｂ・Ｃ・Ｄ) 

児童Ａ 

担任 

担任は知っていて何
もしてくれなかった

のか問いただす 学級の児童 

見てみないふり 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弁護士から】 
傍観者が多数いる事案であ

り、行為のいじめの認定は困難

ではないと思われる。加害、被

害、傍観それぞれに聴取を行

い、矛盾する点がないかを確認

する。 

法が定める「いじめ」の認定

に問題はないと思われる事案と

考える。 

 

担任・特別支援教育コーディネーターの関わり 
・担任に対してや、対象児童の聞き取りにコーディネーターを含め、複

数人で対応する。 

・発達的に支援が必要な場合、担任や教頭などを通し、事象をきっかけ

にコーディネーターと保護者が繋がるように促していく。その後、面

談を行い、必要に応じてＳＣや関係機関へと繋げていく。 

・コーディネーターは、意識的に当該クラスの補助に入り、担任と協力

して児童に関わっていく。また、学級の様子を担任外で共有し、ユニ

バーサルな視点から授業や学級づくりのアドバイスをしていく。 

・加害児童には、遊びと称して行っていたことがいじめに該当するのか

について考えさせ、いじめの自覚がもてるよう指導する。 

加害児童の発言や思い 

始めは仲よくしていた。次第に、Ａを

下に見るようになり、強く指示した

り、バカにしたりするようになってい

った。次第にエスカレートし暴力的に

なっていった。 

 
 
 
教頭関係機関との連携の

窓口 
担任児童への聞き取りと

指導 
生徒指導担当者児童や保

護者への対応への助
言 

養護教諭被害児童のケア 
ＳＣ児童への聞き取りの

際の配慮事項につい
て助言 

ＳＳＷ関係機関との連携
の必要性などの助言 

教育相談機関の関わり 
・発達等に問題がありそ
うな場合、保護者の意
向に沿って、教育相談
を勧めていく。 

《加害児童の背景・家庭環境》 
・３名の児童は、教室において担任に対しても態度が悪い。 
・いずれの児童の家庭も共働きの家庭で、両親と接する時間が短い
が、衣食住については特に問題はない。 

保護者の関わり 
・子どものしたことを
聞き取り、学校と情
報共有する。 

・必要に応じてＳＣに
相談する。 

・家庭で適切な声掛け
や指導をする。 

期待する児童の変容した姿 
自分たちの行ったことがいじめであり、絶対に許されないことを理解する。相手の気持ちを考え、
被害児童との関係改善に努める。 

【ＳＳＷから】 
児童Ａについて「配慮が必

要と思われる」とあるが、具

体的な配慮内容を共有するた

めに教育センターや医療機関

への相談が望まれる。 

なぜ加害児童たちが児童Ａ

に強く当たるようになったの

か、それを助長する環境要因

（クラスの雰囲気、教職員の

児童Ａへの関わり等）はなか

ったかの検討が必要。 

【ＳＣから】 
被害児童が安心して登校でき

る環境を作ること、そのために

は保護者との連絡を丁寧に行う

ことが大切と考える。ＳＣが被

害児童、保護者面談を実施する

場合、担任との関係修復も念頭

に置き、担任へのサポートとコ

ンサルテーションを行いたい。

ＳＣが被害者、加害者両方を同

時に支援することは難しく役割

分担が必要と考える。 

傍観者の児童の発言や思い 

休み時間に４人でふざけて遊んでい

ると思っていた。その後の我慢大会の

様子も知ってはいたが、介入していな

かった。 

学校いじめ対策組織 

養護教諭・ＳＣの関わり 
・加害児童の抱えている問

題の把握。 

・聞き取った内容について

共有し、いじめの未然防

止に関する授業を専門的

な視点を交えて実施する

など、組織的に対応す

る。 

加害児童、傍観者の児童への対応 

専門家の見解 

警察との連携 
・保護者が警察に相談し
た場合は、個人情報の
保護に配慮しながら連
携して対応する。 

関係機関 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

生徒Ａ 

(被害) 

・ 「いつ」「どこで」「どんな状況で（周囲生徒も把握しているのか）」
「これまでの関係性」等を丁寧に聞いて事実を整理する。 

・同じクラスでの生活が続く上での心配事を聞き、教師が支援でき
ることを確認し、ＳＣにつなぐ。 

・謝罪を要求しているのであれば、今回の件について対応しつつ、
２人の関係悪化のきっかけやこれまでの事案への丁寧な聞き取
り、その上での追加の事情聴取や指導の必要性を検討する。 

担任 
学年教師 
生徒指導主事 
教科担任 
部活動顧問 
ＳＣ 

生徒Ａ 

保護者 

・これまでの関係性や対応、事案の説明、本人と話した内容の報告。 
・保護者の思いを聞く。 
・本人がいじめを訴えていることについて共有する。 

担任 

生徒Ｂ 

(加害) 

・事実確認をする。「いつ」「どこで」「誰に」「どんな状況で」「これ
までの関係性」など、丁寧に聞き取り、事実を整理する。 

・事実であれば、どうしてそういう言動をとったのか心情を聞く。 
・指導、説諭し、今後の対処法を考える。 
・同じクラスでの生活が続く上での心配事を聞き、教師が支援でき
ることを確認し、ＳＣにつなぐ。 

・今回の件について対応しつつ、２人の関係悪化のきっかけやこれ
までの事案への丁寧な聞き取り、その上での追加の事情聴取や指
導の必要性を検討する。 

担任 
学年教師 
生徒指導主事 
教科担任 
部活動顧問 
ＳＣ 

生徒Ｂ保護者 ・これまでの関係性や対応、事案の説明、本人と話した内容の報告。 
・保護者の思いを聞く。 

担任 

他の生徒 

(傍観者) 

・事実確認、状況が分かっている生徒からの情報収集、併せてこの
ような状況をどう感じているかについて確認する。 

・みんなの前で行われていることであれば、学級目標等に立ち返っ
たり、学級風土の修正を図ったりする。 

※今回の件では関係生徒がＢを注意するよう促すのは困難。自然発
生的にＢの発言を止めるような発言があった際は褒めるべき。 

担任 
学年教諭 
教科担任教諭 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 
・生徒Ａと生徒Ｂはどちらも意見をはっきり言うタイプで、自分の思い通りに事を進めたがる傾

向がある。普段から二人の折り合いはよくなく、意見がぶつかったり、互いの行動について批

判し合ったりした時は、担任が間に入って調整することもある。 

・ある日、授業中に各自課題を解いて担任に提出することになった際、先に解き終わった生徒Ｂ

が、通りすがりに生徒Ａに対して、「この問題、まだ分からないの？がんばって！」と笑いな

がら肩をトントンと軽く叩いた。 

・バカにされたと感じた生徒Ａは、担任に対して、「生徒Ｂから、嫌なことを言われて叩かれ

た。これはいじめだ。」と訴えた。 

 

《事案把握関係図（全体像）》 

普段から折り合いつかず 

生徒Ｂ 

たびたび間に入って調整 

「この問題わからないの？」 

と発言する 

日頃の 2人の関係性を知っ
ている生徒や、今回のＢの

発言を聞いていた生徒がい
る。また、この 2 人の関係
性の悪さによる学級の雰囲

気が嫌だと思っている生徒
もいる。 

生徒Ｂにバカにされたことを 
担任に訴える 

事例②：悪口がいじめにつながった事例 
(中学校３年生女子 被害生徒Ａ、加害生徒Ｂ) 

生徒Ａ 

担任 

これはいじめだ！ 

その他生徒 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弁護士から】 
旧来的な「いじめ」の考え方

からすると、「いじめ」として対

処されない可能性がある。法が

「いじめ」の定義を広くした趣

旨を正確に理解した上での対応

が必要な事案である。 

事実認定においては、それぞ

れの行為だけでなく関係性等の

背景まで配慮が必要と考える。 

加害生徒の発言や思い 

生徒Ａに対して気に入らない思いが

ある。学習に関して、自分が優位に立

つことにより相手を気に入らない気

持ちを晴らしたい。 

 
 
 
担任生徒への聞き取り

(事実確認)と見守り 
  保護者連絡 
     ↓報告・共有 
生徒指導主事 
学年教師 教科担当教諭 
管理職 
 
養護教諭両生徒の見守り

とケア 
ＳＣ両生徒のケアや助言 
 
ＳＳＷ家庭支援の検討 

《加害生徒の背景・家庭環境》 
・加害生徒は、普段から被害生徒とは関係がよくなかった。保護者も
それを分かっており、困っている様子だった。 

保護者の関わり 
子どもの気持ちを聞
き取って受け止め、
学校と情報共有をす
る。 

期待する生徒の変容した姿 
互いの良さを認め合い、個々の力を発揮しやすい学級風土、集団としての成長など、折り合いがよ
くない相手もいる中で、同じ学級である「仲間」意識の醸成を目指す。心に不安や不満が残る場合
には、担任以外の教職員や大人、友人などの他者に相談できる。 

【ＳＳＷから】 
生徒Ａはなぜ合わない生徒Ｂに

こだわり構うのか、その背景を二

人のこれまでの関わりをふまえて

聴き取っていく。 

生徒Ｂの生徒Ａに対する言動に

よってクラスの雰囲気が悪くなる

ことを生徒Ａ自身はどう考えてい

るのか。「社会における自分」と

いう視点をもてるように導くこと

も生徒Ａの成長のためには必要か

もしれない。 

【ＳＣから】 
ＳＣが被害生徒、加害生徒の両

方と関わる必要がある場合は、お

互いにそのことが分かってしまう

ことで、信頼関係を損なう危険性

がある事に留意し、時期をずらす

などの対応が必要。一方的ないじ

めではなく、両者の関係性の問題

の場合は、互いの不満や言い分を

十分に聞いた上で、互いに距離を

とって行けるように、継続的な支

援が必要。 

傍観者の生徒の発言や思い 

生徒ＡやＢの思いも理解できる部分

はあるが、それにより学級の雰囲気が

悪くなることについては嫌な気持ち

がある。良いクラスにしたい。 

学校いじめ対策組織 

加害生徒、傍観者の生徒への対応 

専門家の見解 

ＳＣの関わり 
・心に残っている不安や不

満、被害生徒に対する思い

などについて聞き取る。 

・聞き取った内容について

の、共有先の確認をする。 

・教師とともにコミュニケー

ションについての授業を実

施する等の検討をする。 

部活動顧問の 

関わり 
校内で情報共有したことを
生かして、見守りとケア。 

教科担任の関わり 
・授業中の配慮が必要で
あるため、情報共有す
る。 

・他の生徒に同様のこと
をしていないか把握す
る。 

担任の関わり 
・生徒ＡとＢの気持ちを受け止めながら、気持

ちの伝え方や相談先を増やす支援を行う。 
・学級の雰囲気をより良くしていく手立てを講

じる。 
・保護者に伝えることで、見守る体制への理解

を促す。 
・軽い冷やかしと思っていたことがいじめに該

当するかについて考えさせ、いじめに関わっ
ていたことへの自覚がもてるよう指導する。 

養護教諭の関わり 
・保健室は安心して
相談してよい場所
として受容的に関
わる。 

・生命の安全教育と
関連させて相談す
ることの大切さに
ついての指導を組
織的に行う。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

生徒Ａ 

（被害） 

・先輩後輩の関係、同学年の関係、部活としての目標や練習の
取り組み方等について、部活動の状況や様子を詳しく聞く。 

・「いつ頃から」「誰に」「どこで」「どのようなことがあったの
か」を聞く。 

・ＳＣと相談することができることを伝える。 

部活動顧問 
生徒指導主事 
担任 
ＳＣ 

生徒Ａ 

保護者 

・心配事や不安、最近の様子に変化はないか、生活リズム等に
ついて、生徒Ａの家庭での様子を聞く。 

・家庭での生徒の様子の把握、保護者の関わりを把握する。 
・生徒Ａが訴えている内容や学校での様子について、保護者
に伝える。 

・被害生徒とＳＣとの面談について促すとともに、ＳＣの支
援（保護者面談）も可能であることを伝える。 

担任 
部活動顧問 
ＳＣ 

２年生徒

（加害） 

・部活動の状況や様子を詳しく聞く。 
・生徒Ａとの関わりや接し方について振り返り、先輩として
のより良い関わり方を考えることができるようにする。 

部活動顧問 
生徒指導主事 

１年生徒

（加害） 

・部活動の状況や様子を詳しく聞く。 
・生徒Ａとの関わりや接し方について振り返り、同学年とし
て今後のより良い関わり方や共に活動を進めていく見通し
について考えることができるようにする。 

部活動顧問 
生徒指導主事 

1･2 年生徒 

保護者 

・事案の説明をし、学校での対応を伝え、本人の指導とケアに
ついて協力を求める。 

 

部活動顧問 
担任 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 

・生徒Ａは元々活発な生徒で、部活や勉強を頑張っていた。２学期になり、表情が暗いように見え

ることがあり、担任は気にしていた。 

・11 月に悩みやいじめアンケートを実施したところ、生徒Ａは、「今月になって悪口やおどし、嫌

なことを言われた」に〇を付け、他はすべて空白だった。 

・担任が話を聞いたところ、部活で、顧問の先生がいない時に、２年生や同学年の女子から嫌がら

せを受けているという。高１の姉が同じ部活だった関係で、生徒Ａは、姉を知る３年生の先輩か

らかわいがられていた。３年生が部活を卒業した後、２年生からよく注意を受けるようになっ

た。一人だけ別メニューで練習させられたり、同じことを何度も練習させられたりすることもあ

る。部活外でも、廊下などで通りすがりに「下手なくせに」「調子に乗るな」等と言われたり、

にらまれたりすることがある。部活を休みたいが、休んだら責められる。 

・母親に話したが、「実力不足なのでは？もっと練習したらどうか？」と言われた。最近は、睡

眠や食事も満足にできない状態にあると話した。 

 

《事案把握関係図（全体像）》 
 

嫌がらせ 

廊下でも暴言や嫌み 
１・２年生徒 

いじめアンケートに回答 
    担任にも話した 

３年生の先輩に 

かわいがられていた 

生徒Ａの母 

このことを母
親に話した 

実力不足なのでは？ 

 

事例③：部活の先輩からの嫌がらせの事例 
（中学校１年生女子 被害生徒Ａ、加害生徒中学校１・２年生女子） 
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【弁護士から】 
見えない形でのいじめ

行為であるため、多角的

に事実認定をする必要が

ある事案である。 

虐待に至らないとして

も保護者の理解が不十分

な可能性があることか

ら、保護者への対応も並

行して進める必要があ

る。 

養護教諭の関わり 

・保健室は安心して相談
してもよい場所として
受容的に対応する。 

・生徒たちが何らかのス
トレスや心身の不調を
訴えることも考えられ
るので、その対応と情
報共有。 

加害生徒の発言や思い 

生徒Ａばかりがかわいがられていて

腹が立つ。生徒Ａがいなければ、自分

がかわいがられていたはず。 

担任や部活動顧問等の関わり 
・生徒の話を丁寧に聞く。 
・子どもたちだけでは解決できない
こともあることを踏まえ、解決に
向けて一緒に考える。 

・いじめ対策組織と連携する。 

 
 
担任生徒への聞き取りと

見守り 
生徒指導主事生徒への聞

き取り同席 
養護教諭被害生徒のケア 
ＳＣ生徒への聞き取りの

際の配慮事項につい
て助言 

ＳＳＷ関係機関の洗い出
しと助言 

《加害生徒の背景・家庭環境》 
・３年生の先輩からかわいがられていたのが自分ではなく、生徒Ａだったことを面白くないと感
じ、根にもっていた。保護者は仕事が忙しく、家庭で家族そろってゆっくりと過ごす時間はほ
とんどない。 

保護者の関わり 
・部活動での様子につ
いて聞き取って受け
止め、学校に情報共
有をする。 

・今後の部活動への取
り組み方や生徒Ａへ
の関わり方につい
て、子どもと話をす
る。 

期待する生徒の変容した姿 
自分本位に考えて行動するのではなく、他者に思いやりの心をもって接することができる。
部活内での問題を自分のこととして捉え、解決していこうとする。 

【ＳＳＷから】 
加害生徒についても

思いを話せる場の確

保、気持ちのフォロー

が出来る場があると良

いのでは。 

被害生徒の保護者に

対して生徒Ａの思いや

辛さを代弁し伝え、こ

の問題の本質について

理解してもらう必要が

ある。 

【ＳＣから】 
部活を継続するかどうかに関しては、被害

生徒の気持ちに寄り添った対応が必要。１、

２年生、部活顧問など、広範囲での情報共有

を密にして、連携しながら指導と支援にあた

る必要があるため、いじめ対策委員会を活用

することが求められる。加害生徒達に対して

は、行った行為が「いじめ」にあたることを

理解させた上で、部活動における、先輩のあ

り方や仲間としてのあり方についての全体指

導を継続的に行うことが必要。 

 

傍観者の生徒の発言や思い 

生徒Ａは、他人の評価を気にし過ぎて

いて八方美人な感じがする。生徒Ａへ

の暴言を聞いたことはあるが、面倒な

ことには巻き込まれたくない。 

学校いじめ対策組織 

ＳＣの関わり 
・生徒が不満に思ってい
ることや、不安なこ
と、心配なこと、恐れ
ていることなどを話せ
る環境を整える。 

・自己肯定感を高めるた
めの対応や助言。 

専門家の見解 

加害生徒、傍観者の生徒への対応 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

生徒Ａ 

(被害) 

・被害にあったことについて、学校は保護者・関係機関と連携
してサポートし、生徒Ａの不安を解消していくことを伝え
る。また、従前からの生徒が抱える不安感へ寄り添う。 

・心のケアを第一に継続的にＳＣと相談できることを伝える。 

担任 養護教諭 
生徒指導主事 
ＳＣ 

生徒Ａ 

保護者 

・できるだけ早期に、警察へ連絡するよう促す。 
・生徒Ａと保護者の家庭内での近況について確認し、家庭での
様子などから保護者の不安感・負担感へ寄り添う。 

・被害生徒とＳＣとの面談について促すとともに、ＳＣの支援
（保護者面談）も可能であることを伝える。 

担任 学年教諭 
ＳＣ 

生徒Ｂ・Ｃ 

(加害) 

・本事案の重大性について理解させるとともに、警察の捜査に
協力するよう指導する。 

・学校での聞き取りの際、指導にとどまるのではなく、生徒の
心情や思いに耳を傾け、ケアという視点をもつ。 

担任 
生徒指導主事 
ＳＣ 

生徒Ｂ・Ｃ 

保護者 

・事案の説明をし、警察の捜査への協力を依頼するとともに、
本人への指導について協力を求める。 

・家庭内での近況について確認し、警察本部少年サポートセン
ター、または法務少年支援センターで、相談をすることを勧
め、保護者が外部機関と繋がれるよう促す。 

管理職 
担任 
ＳＣ 

他の生徒 

(傍観者) 

・ （学級活動等で、）心配なことがある時に一人で抱え込まず相
談することの大切さを伝え、適切な相談や報告が他者を助
ける行動につながることについて指導する。 

・生徒Ａが登校したときに、クラスの仲間は心配していたとい
う気持ちを伝えることができるような、互いを認め合い、助
け合える学年・学級の雰囲気づくりを進める。 

担任 
学年教諭 

他の生徒保護者 ・学校、学年、学級通信等での注意喚起と支援協力依頼する。 学年教諭 管理職 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 
・生徒Ａは、夏休み以降、学習への意欲が低下し、授業に集中せず成績が下がり始めていた。最近

は、非行傾向のある中２の生徒ＢやＣ、他校生徒と共に行動しているという情報を担任は他の生

徒から聞いていた。 

・ある日、担任は生徒Ａの口の横に切れた傷とわずかなアザがあることに気付き、虐待や友人トラ

ブルを疑って、生徒Ａから話を聞くことにした。生徒Ａは、はじめは何も話さなかったが、放課

後の交友関係についても心配していると伝えたところ、次のことを語った。夏休みに親と喧嘩を

したため、夜間に近所の商業施設で過ごしていたところ、生徒Ｂ、Ｃ、他校生と出会い一緒に遊

んだ。その後、度々遊ぶ仲になったが、次第にコンビニでおごらされたり、深夜にお金をもって

くるよう強要されたりするようになった。昨日は、菓子類の万引きを指示されたため、断ったと

ころ生徒Ｂから殴られたので逃げた。自分でもどうしてよいか分からない。先生に話したことが

分かると報復されるため、絶対に生徒ＢやＣには言わないでほしいと希望した。 

《事案把握関係図（全体像）》 

お金を持ってくるよう強要 

万引き指示、断ると暴力 

先生に言ったことで 
報復されたら怖い 

生徒Ｂ 

生徒Ｃ 

他校生徒 
友人トラブルを

疑い声掛け 

夏休み以降、 
学習意欲、成績も低下 

他の生徒 

Ｂ・Ｃには相談したことを 
言わないでほしい 

生徒Ａが生徒Ｂ・Ｃ・他

校生と共に行動している
らしいことを話す 

事例④：非行傾向のある生徒と関わり、金銭強要、暴力につながった事例 
(中学校１年生男子 被害生徒Ａ、加害生徒Ｂ・Ｃ・他校生徒、傍観者生徒 ) 
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【弁護士から】 
恐喝や強要にあたる行為で

あるため、捜査が行われる可

能性がある。捜査機関の捜査

によって学校による調査が制

限を受ける事態が予想される

が、学校としてできること

（被害生徒への配慮等）を検

討して並行して行う必要があ

る。 

養護教諭の関わり 
・心に残っている不安
や不満などについて
の聞き取り。 

・自分自身を責める気
持ちへの心のケア。 

・被害生徒への思いの
つなぎ役。 

・相談することの大切
さについての指導。 

加害生徒の発言や思い 

生徒Ａは自分たちのグループにあと

から入ってきた後輩ということで見

下す気持ちがあった。悪いことをして

いるのはわかっていたが、やめること

ができなかった。 

担任等の関わり 
・生徒ＢとＣの「やめることができなかっ
た」気持ちを受け止めながら、生徒Ａの
感じた恐怖や不安について指導する。 

・他校生徒の学校、保護者に伝え、関係者
で見守る体制づくりを行うことへの理解
を促す。 

・自分の周りの人が悩んでいるのを見付け
た時にできる適切な対応について授業な
どを通じて伝えていく。 

 
 
教頭警察への連絡 
担任生徒への聞き取りと

見守り 
生徒指導主事生徒への聞

き取りに同席、警
察・他校生徒の学校
との情報共有・連携 

養護教諭被害生徒のケア 
ＳＣ生徒への聞き取りの

際の配慮事項につい
て助言 

ＳＳＷ不適切な養育など
家庭へのアプローチ 

警察の関わり 
・関係生徒への事情聴
取。（非行や暴力行為
の内容について確
認） 

・近隣商業施設やコン
ビニ・公園などの巡
視強化。 

・被害保護者からの相
談があった際の情報
共有。 

《加害生徒の背景・家庭環境》 
・加害生徒らは夜間家から出て行動できる環境にある。本事案につ
いても、学校から連絡を入れるまで把握していなかったり、把握は
していても家庭での指導がうまくいかずに悩んでいたりした。 

保護者の関わり 
・子どもの気持ちを聞き
取って受け止め、学校
と情報共有する。 

・生徒の行動観察。 

期待する生徒の変容した姿 
自分たちの行為が犯罪であることを理解するとともに、不安や不満の気持ちを教職員や
関係機関に相談することができ、思春期に抱えるストレス等を適切に発散できる。 

【ＳＳＷから】 
加害生徒の家庭につい

ての情報収集と見立てが

重要。ネグレクト等の虐

待を疑われる場合は児相

への通告が必要となる。

保護者が養育に困りを抱

えているのであれば児童

家庭支援センターや区の

家庭児童相談室の紹介が

考えられる。 

【ＳＣから】 
恐怖や不安感が強くなっていると考

えられる被害生徒が安心して登校でき

る状況を作っていくことが最も大切と

思われる。 

また、被害生徒・保護者面接を実施

する場合は、親子関係が安定していけ

るようサポートすることが望まれる。

また、加害生徒の保護者が適切に生徒

の見守りができるように、外部機関で

の相談に繋げていくことも重要。 

 

傍観者の生徒の発言や思い 

生徒Ａの心配をしてはいるが、最近の

様子の変化や先輩と関わっているな

どの噂を聞き、怖さもあり、声をかけ

づらい感じがあった。 

学校いじめ対策組織 

ＳＣの関わり 
・加害生徒の抱
えている問題
を把握し、関
係者と共有す
る。 

・生徒の行動観
察と対応の助
言。 

加害生徒、傍観者の生徒への対応 

専門家の見解 

関係機関 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

児童Ａ 

(被害) 

・受容的に関わり、安心感をもつことができるようにする。 
・家庭での状況についてオープンクエスチョンで聞いていく。 
・信頼関係を構築した上で、必要と判断した場合には基本的
な生活習慣（洗顔・着替え）の定着に向けた指導をする。 

担任 養護教諭 
ＳＣ 
 

児童Ａ 

保護者 

・家庭訪問等を実施し、基本的な生活（掃除や食事）や養育上
の困りについて話すことができる信頼関係を構築する。 

・母親以外に養育に関わることができる人がいないかを探る。 
・必要であれば市区町村の児童福祉担当部署等と連絡をとっ
て対応する。 

担任 養護教諭 
管理職 
ＳＣ 
ＳＳＷ 

学級の児童 

（加害） 

・加害児童からいじめにつながる言動について正確な事実確
認をする。 

・いじめにつながる言動を「行ってはいけない理由」「自分が
行ってしまった原因」について考えさせ、相手を傷つける言
葉は許されないことを毅然とした態度で指導する。 

担任 
学年教諭 

他の児童 

(傍観者) 

・他者の心情を考える道徳の授業や、児童相互の良好な人間
関係作りを目的とした学級活動を取り入れ、学級内に支持
的風土を醸成する。 

担任 
学年教諭 

【保護者への関わり】 

家庭児童 

相談室 

・必要に応じて、児童福祉司、保健師、民生委員、主任児童委
員等に対応を依頼し、母親が抱えている不安を共感的に受
け止めつつ、子どもの養育についての助言をもらう。 

管理職 
ＳＳＷ 

児童相談所 ・児童虐待（ネグレクト）を疑う場合は迷わず通告する。 管理職 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 

・児童Ａは夏休み明けから、体調不良で保健室で過ごしたり、欠席したりすることが増えた。欠

席の際、母親に本人の様子を聞くが、「具合が悪いようです」とあまり気にしていない様子だ

った。 

・ある日、保健室で過ごしていた児童Ａに、養護教諭が辛そうで心配であること、何か気になっ

ていることがあれば教えてほしいことを伝えたところ、「友達から仲間外れにされる」と話し

た。仲良くしていた児童Ｂが７月に転校して以降、特定の友達がいなくなった。友達に話しか

けても無視される。「臭い」と机を離されたり、自分が給仕した給食のおかずを「汚い」と言

って受け取らない人がいたりする。「あんな服、どこに売っているの？」と自分の身なりをバ

カにする悪口が聞こえたことがある。今日も、体育でペアを組んで体操することになった時、

相手が「最悪」とつぶやき、あまり一緒に体操してくれなかった。家庭では、母親は病気で寝

ていることが多く、家事が行き届いていないようだった。このためか、教師から見ても、児童

Ａは汚れた衣服の着用や体臭が気になる状況だった。 

《事案把握関係図（全体像）》 
 

「臭い」「汚い」と悪口 

無視・仲間外れにする 
学級の児童 

病気による養育の問題 

特定の友達の不在 

服装・体臭 

欠席が多い  

保健室来室が多い 

担任 

保護者の関心の薄さに気付く 

（ヤングケアラーの可能性） 

事例⑤： いじめの背景に児童虐待（ネグレクト）が考えられる事例 
(小学校３年生女子 被害児童Ａ、加害児童、傍観者児童) 
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【弁護士から】 
虐待といじめをまたぐ事案で

あり、虐待に関する手当（上記

児童Ａ保護者への対応）をしな

ければ根本的な解決に至らない

可能性がある。 

また、加害とされる児童の範

囲が曖昧である。 

虐待については児童相談所等

の行政機関との連携を図りなが

ら、広く児童の理解を促す必要

がある。 

養護教諭の関わり 
・保健室は加害児童も安
心して相談してもよい
場所として受容的に対
応する。 

・加害児童の心情を共感
的に聞きながらも相手
を傷つける行為は許さ
れないということを毅
然と伝える。 

加害児童の発言や思い 

休みがちで、服装などの外見の様子か

ら不衛生に感じられる被害児童に嫌

悪感をもち、 「臭い」「汚い」など相手

を傷つける発言をしている。 

担任等の関わり 
・どんな場合も相手を傷つける
言葉は許されないということ
について指導する。 

・なんとなく仲間外れにしてい
た児童（傍観者）には、自分
たちが行っていたことはいじ
めに該当するのかについて考
えさせ、いじめの自覚がもて
るよう指導する。 

 
 
 
教頭家児相への連絡 
担任児童への聞き取りと

見守り 
養護教諭被害児童のケア 

被害児童へ、基本的
生活習慣についての
指導 

ＳＣ児童への聞き取りに
ついて配慮事項への
助言 

ＳＳＷ関係機関の洗い出
しと助言 
家庭訪問への同行や
家児相と学校への連
絡と調整 

家児相との連携 
・家庭訪問実施の検討。 
・被害児童の保護者への
必要な支援の検討。 

・民生委員や保護課との
連携。 

・保護者へ声掛けと励ま
し。 

・継続的な家庭訪問指導
と学校への情報共有。 

《加害児童の背景・家庭環境》 
・加害児童は、被害児童の家庭環境や境遇を想像することや、いじめ
についての理解が乏しく、自己中心的に考える傾向がある。相手
に共感する気持ちの弱さなどが考えられる。 

保護者の関わり 
・学校からの情報共有か
ら事実を整理して話を
聞く 

・人を傷つける言葉は良
くないことを指導する 

期待する児童の変容した姿 
様々な環境や境遇の家庭があることや 「いじめ」について理解し、他者の心情を考えた
り、互いに思いやりをもって相手に接したりする。 

【ＳＳＷから】 
児童Ａの母が通院する病院と

直接連携をしたいが、個人情報

保護の問題があるため、まずは

児相等の行政機関へ相談するこ

とが妥当。要保護児童対策地域

協議会による関係者会議の開催

を依頼し、母の病状の共有、そ

れによる家庭生活の困難さにつ

いて把握、利用できる福祉サー

ビスの確認等進めていくことが

求められる。 

【ＳＣから】 
子どもが自己肯定感を育てにく

い環境にあるため、担任、養護教

諭の日常的な見守りに加えて、SC

が被害児童との定期的な面談を実

施し、本人が不満や不安を発しや

すい環境を整えたい。 

また、肯定的な仲間づくりに関

する心理教育を実施するなど、ク

ラスが被害児童を受け入れていく

ための手立てを担任と共に考えて

いきたい。 

傍観者の児童の発言や思い 

嫌がらせをするまでではないが、児童

Ａと仲良くしたい気持ちにはならな

い。加害児童の思いも理解できる部分

はある。 

学校いじめ対策組織 

ＳＣの関わり 
・学級や学年の様子を
観察。 

・加害児童の抱えてい
る問題を把握し、共
有していく。 

専門家の見解 

加害児童、傍観者の児童への対応 

関係機関 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

児童Ａ 

(被害) 

・性被害であるため、聞き取りは同性の教職員が対応する。 
・「誰に」「何をされたか」「見ていた児童の有無」を確認。 
・心のケアを第一に継続的にＳＣと相談できることを伝える。 
・当面の学校及びミニ児での過ごし方について意向を確認。 

担任 養護教諭 
被害者と同性教諭 
生徒指導主事 
ＳＣ 

児童Ａ 

保護者 

・当面の学校及びミニ児での過ごし方について方針を確認。 
・被害児童とＳＣとの面談について促すとともに、ＳＣの支
援（保護者面談）も可能であることを伝える。 

・警察に届出するかどうか、意向確認。 

担任 
ミニ児職員 
ＳＣ 

児童Ｂ・Ｃ 

(加害) 

・自分の心情、相手の心情理解について、どのように事態を受
け止めているかを確認する。 

・事案の重大さを伝え、今後のかかわり方を考える。 
・当面の学校及びミニ児での過ごし方について伝える。 

担任 
生徒指導主事 
ＳＣ 
ミニ児職員 

児童Ｂ・Ｃ 

保護者 

・事案の説明をし、当面の学校及びミニ児での過ごし方につ
いて方針を説明。 

・再発防止のため、警察本部少年サポートセンターや法務少
年支援センターでの相談を促す。 

管理職 
担任 
ＳＣ 
ミニ児職員 

他の児童 

（傍観者） 

・いじめにあたる行為について学習し考える機会を設ける。 
・行き過ぎた行為を見かけたときに取るべき行動や相談相手
を確認する。 

学年教員 
ミニ児職員 

校内 ・当面の学校及びミニ児での過ごし方について周知徹底。 管理職 
教職員 
ミニ児職員 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 
・児童Ａがミニ児童会館（以下、ミニ児）で同じクラスの児童Ｂ、Ｃに押さえつけられ、ズボン

を脱がされ股間を触られた。これまでに５回ほどの被害を受けていたようで、児童Ａが泣きな

がら母親に報告した。 

・母親から報告を受けたミニ児の職員がＢ、Ｃに話を聞いたところ、「ふざけていただけ」との

ことだった。 

・担任は、母親から電話連絡が入り、本件について知った。母親によると、学校でも同様の行為

が行われたことがあったようだ。児童Ａは「ＢとＣがいるなら学校に行きたくない。」と話し

ているという。 

・児童Ｂ、Ｃは、普段から落ち着きがなく授業態度もよくない。他の児童への暴言や暴力も出や

すいため、クラスの児童から避けられがちな状況である。 

 

《事案把握関係図（全体像）》 
 

 

母 
被害の訴え 

相談 

「ふざけていただけ」 

事例⑥：性的ないじめの事例 
(小学校５年生男子 被害児童Ａ、加害児童Ｂ・Ｃ 傍観者) 

児童Ａ 

担任 

ミニ児職員 

相談 

事実確認 

ミニ児で５回 
学校でも同様の行為 

「学校に行きたくない」 

傍観者 

暴言・暴力 

避けがち 

警察 

相談 

児童Ｂ・Ｃ 

連携 

連携 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弁護士から】 
性暴力事案であるが性的

な目的がないため刑法犯に

あたらないとしても、民事

上の責任（損害賠償責任）

を負う可能性がある。加害

児童には、ふざけて行った

行為であっても法的に責任

を負う可能性があることを

理解させる必要がある。 

養護教諭の関わり 
・関係する児童が抱
えているストレス
等への対応と情報
提供。 

・ 「生命（いのち）
の安全教育」と関
連させて、プライ
ベートゾーンにつ
いての指導等を組
織的に行う。 

加害児童の発言や思い 

児童Ａが嫌いなわけではなくふざけ

ていただけ。前に軽くいたずらをした

らリアクションが面白かったので思

い出してやってしまった。 

学校の関わり 
・加害児童の転校は強制できないが、一定期間は別
室で授業を受けるなど、児童Ａが不安なく登校で
きる環境を調整する。 

・児童Ｂが適切な友人関係を築けるような授業を行
う。また、児童Ｃの心身の健康を保つための対策
を家庭や関係機関と連携して行う。 

・学級・学年全体で他者の心情理解や適切なかかわ
りについての学習を行う。 

・いじめにつながる悪ふざけについて考えさせ、い
じめの自覚がもてるよう指導する。 

 
 
教頭警察やミニ児との 

連携 
担任児童への聞き取りと

見守り 
生徒指導主事児童への聞

き取りに同席、関係
生徒の把握 

養護教諭被害児童のケア 
ＳＣ児童への聞き取りの

際の配慮事項につい
て助言 

ＳＳＷ関係機関の洗い出
しと助言 

ミニ児との連携 
・児童Ａが安心して過ご
せる場所の確保。 

・他に被害児童がいない
か確認。 

・トイレの見守り体制。 

《加害児童Ｂの背景・家庭環境》 
・他者との適切な距離感をつかみにくい 
・かかわりたい気持ちが強い 
・気持ちが高揚したときのコントロールが苦手 

期待する児童の変容した姿 
安心・安全な学習環境をつくる意識をもち、適切な距離感やかかわり方、過度な接触を
避けることや気持ちの伝え方について理解し、実践している。 

【ＳＳＷから】 
加害児童Ｂについて、話をしても

理解が難しい、コントロールが難し

い等があれば、何らかの特性がある

可能性があるため、医療機関や教育

センターへの相談が挙げられる。 

加害児童Ｃについてネグレクトの

可能性あり、家児相や児相への相談

が挙げられる。 

【ＳＣから】 
被害児童の気持ちに寄り添

った対応と共に、保護者が適

切に見守っていけるよう、で

きるだけ早い段階での保護者

支援も重要。加害児童と保護

者には、外部機関を利用して

もらいながら連携によって背

景等を理解した上で、継続的

な校内支援を行う。 

傍観者の児童の発言や思い 

普段から騒がしくて、ふざけ始めたら

やめてと言っても聞かないので、関わ

らないようにしている。 

学校いじめ対策組織 

ＳＣの関わり 
・被害児童のケ
ア。 

・加害児童の対
応の助言。 

・学校での行動
観察。 

専門家の見解 

《加害児童Ｃの背景・家庭環境》 
・学校の内外でストレスを抱えている 
・自分の気持ちを表現することが苦手 
・食事や睡眠が不足していてイライラしやすい 

加害児童、傍観者の児童への対応 

警察との連携 
・警察への情報提供。 
・情報共有の依頼。 
・少年サポートセンター
との連携。 

保護者の関わり 
子どもの気持ちを聞き取って受け止め、学
校と情報共有する。 

関係機関 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

児童Ａ 

(被害) 

・担任が被害者と同性でなければ、同性の教職員が対応する。 
・聞き取り内容を「誰に」「何をされたか」という事実を中心
に行う。 

・心のケアを第一に継続的にＳＣと相談できることを伝える。 

担任 養護教諭 
被害者と同性教諭 
生徒指導主事 
ＳＣ 

児童Ａ 

保護者 

・学校で画像の拡散を止めることは限界があるということに
ついて理解を求め、被害の拡大防止のためにも、できるだけ
早期に警察へ相談するよう促す。 

・被害児童とＳＣとの面談について促すとともに、ＳＣの支
援（保護者面談）も可能であることを伝える。 

担任 
ＳＣ 

児童Ｂ・Ｃ 

(加害) 

・本事案の重大性について理解させるとともに、学校で適切
に指導する。 

・情報モラル教育において児童ポルノの所持・拡散が犯罪で
あることについての指導をする。 

担任 
生徒指導主事 
ＳＣ 

児童Ｂ・Ｃ 

保護者 

・事案の説明をし、警察の調査への協力を依頼する。 
・本人への指導について協力を求める。 
・再発防止のため、必要に応じて警察本部少年サポートセン
ターや法務少年支援センターで、少年相談をすることがで
きることを伝え、活用を促す。 

管理職 
担任 
ＳＣ 

児童Ｄ 

(傍観者) 

・情報モラル教育を新たに実施し、画像の所持・拡散が犯罪で
あることについての指導を学年全体に行う。 

・母親に話して発覚につながった児童については、保護者に
相談できたことについて肯定する。 

担任 
学年教諭 

児童Ｄ 

保護者 

・指導方針や今後の対応について理解を求める。 担任 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 
・児童Ａは、児童ＢやＣと普段一緒に過ごしているが、グループ内での立場が弱く、からかいや

いじめが生じやすい。 

・ある日、児童Ｂが児童Ｃと放課後に遊んでいる時に、児童Ａに対しスマートフォンで下着の写

真を送るよう指示。嫌がる児童Ａに対し、送らなければ友達をやめると脅した。やむなく児童

Ａが下着の写真を送ると、児童Ｂはその写真を他クラスで仲の良い友人ＬＩＮＥグループで共

有した。 

・ＬＩＮＥグループ内の児童Ｄが自分の母親に話し、その母親が担任に報告したことで事態が発

覚した。 

・そのＬＩＮＥグループでは、たびたび児童Ａがあげた Instagram のストーリーをスクリーンシ

ョットしたものが共有されており、「うざい」「おかしい」などの悪口を言っていたことが分か

った。 

 

《事案把握関係図（全体像）》 
 からかい・いじり 

下着の写真を撮るように指示 

児童Ｂ・Ｃ 

グループ内で弱い立場 ＬＩＮＥで 
写真を共有 

事実確認 

事例⑦：ＬＩＮＥを通していじめ（児童ポルノの拡散）につながった事例 
(小学校６年生男女 被害児童Ａ、加害児童Ｂ・Ｃ、傍観者グループＤ) 

児童Ａ 
下着の写真を撮影・送信 

報告 
担任 

事実確認 

児童Ｄの母親 

相談 

他クラスの 
ＬＩＮＥグループ 

児童Ｄ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弁護士から】 
ＬＩＮＥのやり取りで一定程度

行為の認定ができると思われるが

口頭でなされた場合もあるため、

関係者の説明を摺り合わせる必要

がある。児童ポルノの所持だけで

は性的好奇心を満たすためかどう

かが不明だが、児童ポルノ禁止法

の対象となる可能性がある。なお

本件は強要となる可能性があるこ

とは周知した方がよい事案。 

養護教諭の関わり 
・ＳＣのアドバイス
をもとに必要に応
じて心のケアを行
う。 

・ 「生命（いのち）の
安全教育」と関連
させて、性につい
ての指導を組織的
に行う。 

加害児童の発言や思い 

児童Ｂ・Ｃのみで関係を深めたかった

が、児童Ａが加わってきたことを疎ま

しく思うも仲間外れはよくないと思

い、一緒に過ごしていた。 

 
 
 
教頭警察との連携・対応 
担任児童への聞き取りと

見守り 
生徒指導主事児童への聞

き取りに同席、同性
の教職員による画像
確認の指示 

養護教諭被害生徒のケア 
ＳＣ児童への聞き取りの

際の配慮事項につい
て助言、声に出せず
にいる生徒がいない
か校内観察 

ＳＳＷ関係機関の洗い出
しと助言 

警察との連携 
・関係児童の情報提供
依頼への対応。 

・情報共有の依頼。 

《加害児童の背景・家庭環境》 
・加害児童はスマートフォンを自由に使うことができる環境である。
また、保護者は児童に対して無関心であり、本事案についても、学
校から連絡を入れるまで把握していなかった。 

保護者の関わり 
・警察と連携しなが
ら子どもへの適切
な指導を行う。 

期待する児童の変容した姿 
自分たちのやったことはいじめであり、絶対に許されない行為であることを理解する。
思いやりの気持ちをもって被害児童との関係改善に努める。 

【ＳＳＷから】 
加害児童の保護者

が児童に対して無関

心であることの事情

を把握、理解に努め

ることが重要。 

貧困などの福祉的

課題があるようであ

れば適切な支援機関

に繋げていく。 

 

【ＳＣから】 
被害児童の気持ちに寄り添った対応

を継続していくとともに、被害児童保

護者のケア及び学校との信頼関係の構

築も求められる。 

加害児童についても、一方的な指導

ではなく、そのような行為に至る背景

や家族関係、能力や性格、他の児童と

の関係性を把握したうえで、個別の指

導を継続的に行い見守る必要がある。 

傍観者の児童の発言や思い 

児童Ｂ・Ｃが児童Ａを疎ましく思って

いることについては知っていたが、巻

き込まれたくないとの思いから、行動

はしていない。 

学校いじめ対策組織 

加害児童、傍観者の児童への対応 

専門家の見解 

関係機関 

担任等の関わり 
・被害保護者の意向に沿って再発防
止と児童の関係改善、学校での見
守りを行う。 

・傍観者の児童の気持ちに寄り添い
ながらも、あるべき姿としての仲
裁者の姿について指導する。 

・情報モラル教育（ＳＮＳの利用・
ネットリテラシー等）について学
級全体へ指導する。 

ＳＣの関わり 
・必要に応じて心に残
っている不安や不
満、被害生徒に対す
る思いなどについて
の聞き取りをする。 

・聞き取った内容につ
いての、共有先の確
認をする。 

・加害児童の抱えてい
る問題を把握し、共
有していく。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 校内組織の対応上のポイント 主たる対応者 

生徒Ａ 

(被害) 

・担任が被害者と同性でなければ、同性の教職員が対応する。 
・聞き取り内容を「誰に」「何をされたか」に絞る。 
・心のケアを第一に継続的にＳＣと相談できることを伝える。 

担任 養護教諭 
被害者と同性教諭 
生徒指導主事 
ＳＣ 

生徒Ａ 

保護者 

・画像の拡散を止めるために、できるだけ早期に、警察へ連絡
するよう促す。 

・被害生徒とＳＣとの面談について促すとともに、ＳＣの支
援（保護者面談）も可能であることを伝える。 

担任 
ＳＣ 

生徒Ｂ・Ｃ 

(加害) 

・本事案の重大性について理解させる。 
・学校での聞き取りの際、指導にとどまるのではなく、生徒の
心情や思いを丁寧に聞き、ケアという視点を大切にする。 

担任 
生徒指導主事 
ＳＣ 

生徒Ｂ・Ｃ 

保護者 

・事案を説明し、警察の捜査への協力を依頼するとともに、本
人への指導について協力を求める。 

・必要に応じて、警察本部少年サポートセンターや、法務少年
支援センターで、再発防止のため、相談を促す。 

管理職 
担任 
ＳＣ 

生徒Ｄ 

(傍観者) 

・情報モラルについての指導は、当該生徒の特定を防ぐため、
一般的な指導にとどめる。 

・児童ポルノは作成も所持も犯罪であることを伝える。 

担任 
学年教諭 

生徒Ｄ 

保護者 

・生徒から聞き取った情報を保護者とも共有し、指導方針や
今後の対応について理解を求める。 

担任 

 

対応と解決に向けて 

《事案の概要》 
・生徒Ａは、発言力や行動力があり、学級内でも一目置かれる存在である。時折強い口調で生徒 

Ｂと生徒Ｃに接したり指示を出したりする姿が見られることはあったが、仲良く談笑している

ことも多く、３人でいつも一緒に行動していた。 

・ある日、担任は生徒Ｂと生徒Ｃから「生徒Ａが自分勝手。強い口調で色々指示してくるので困

る。」という相談を受けた。担任はその後３人の動向を注視し、生徒Ａの自分勝手な行動を見

かけると注意した。生徒Ｂと生徒Ｃからは、仲良く過ごせるようになったとの報告を受けた。 

・１か月後の昼休み、担任は生徒Ａが暗い表情をして一人で教室にいることに気付いた。その日

の放課後、担任が生徒Ａに「何か困っているのか？」と聞くと、生徒Ａは話しにくそうにしな

がら、「最近、ＳＮＳのグループトークで生徒ＢとＣから、『調子に乗っている』『うるさい』

『きもい』など悪口を書きこまれることが続いていた。昨日、同じクラスの生徒Ｄから、生徒

ＢとＣが、生徒Ａの下着姿の画像を生成ＡＩで作成し、ＳＮＳに投稿していると聞いた。ショ

ックでどうしてよいかわからない。」と話した。 

《事案把握関係図（全体像）》 
普段は仲良しだけれど… 

自分勝手で困る 

強い口調で指示 

生徒Ｂ・Ｃ 

自分勝手な行動を
見かけて指導 

一目置かれる 

存在 

生徒Ｄ 
ＳＮＳ投稿に 
ついて伝える 

グループトークトラブル相談 
ＳＮＳトラブル相談 

「仲良くなった」
と報告 

事例⑧：学級内でのトラブルから児童ポルノ被害へつながった事例 
(中学校２年生女子 被害生徒Ａ、加害生徒Ｂ・Ｃ、傍観者生徒Ｄ) 

生徒Ａ 

担任 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【弁護士から】 
事案の内容から直ちに児童ポ

ルノ禁止法違反にあたる行為と

は判断しきれないものの、重大

な権利侵害がある事案。加害生

徒には、刑法上の責任だけでな

く、民事上の責任を負う可能性

があることを認識させる必要が

ある。 

養護教諭の関わり 
・心に残っている不安や不
満についての聞き取り。 

・自分自身を責める気持ち
への心のケア。 

・被害生徒への思いのつな
ぎ役。 

・ 「生命の安全教育」と関
連させて、性に関する指
導を組織的に行う。 

加害生徒の発言や思い 

生徒Ａに対して一目置いているが、指

示的な言い方が気に入らない。担任に

は仲良くなったと報告したが、担任の

指導後も改善が見られず、画像作成に

より気持ちを晴らした。 

学校の関わり 
・生徒ＢとＣの思いを受けとめなが
ら、自分の行動に対する反省の気
持ちを醸成する。 

・保護者に伝えることで、みんなで
見守る体制への理解を促す。 

・生徒ＢとＣの気持ちを受け止めな
がら、生徒Ａへの気持ちの伝え方
やスマートフォンの使い方等を指
導し、情報モラル教育を行う。 

 
 
 
教頭警察への連絡 
担任生徒への聞き取りと

見守り 
生徒指導主事生徒への聞

き取りに同席、同性
の教職員による画像
確認の指示 

養護教諭被害生徒のケア 
ＳＣ生徒への聞き取りの

際の配慮事項につい
て助言 

ＳＳＷ関係機関の洗い出
しと助言 

警察の関わり 
・関係生徒への事情聴
取。 

・関係生徒のスマート
フォンを押収。 

・画像の確認。 
・画像の拡散防止措置
の実施。 

・被害保護者からの相
談があった際の情報
共有。 

《加害生徒の背景・家庭環境》 
・加害生徒はスマートフォンを自由に使うことができる環境であ
る。また、保護者は本事案について把握していなかった。 

保護者の関わり 
・子どもの気持ちを聞き
取って受け止め、学校
と情報共有する。 

・スマートフォンの使い
方について指導する。 

期待する生徒の変容した姿 
互いの思いを伝え合うことの大切さを理解し、納得できない時には教職員や関係機関に相談する
ことができる。ＳＮＳの適切な使い方やＳＮＳでは見えない相手の気持ちを考えることができる。 

【ＳＳＷから】 
加害生徒、被害生徒とも

に適切な人間関係を築いて

いけなかった結果である事

案とも考えられる。ＳＳＴ

（ソーシャルスキルトレー

ニング）などを通して適切

な距離の取り方等を学んで

いくことも再発を防ぐ一つ

である。 

【ＳＣから】 
被害生徒に寄り添った対応

と保護者支援が初動において

は重要。生徒Ｂ、Ｃの生徒Ａ

に対する不満と、行った行為

（犯罪）の解離（重大性）を

十分に理解させる必要。 

加害保護者が適切に生徒を

見守れるように、外部機関で

の相談と、連携を取りながら

継続的な指導、支援が必要。 

傍観者の生徒の発言や思い 

生徒Ａと仲良くしたい気持ちにはな

らない。生徒ＢやＣの思いも理解でき

る部分はあるが、あまりにもひどいと

感じていた。しかしながら、余計なこ

とには巻き込まれたくない。 

学校いじめ対策組織 

ＳＣの関わり 
・心に残っている不
安や不満、被害生
徒に対する思いな
どについての聞き
取り。 

・聞き取った内容に
ついての共有先の
確認。 

加害生徒、傍観者の生徒への対応 

専門家の見解 

関係機関 


